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　　　　　第1章緒言　　　　 一を用いコリメーターは直径3Cln及び6cmのcylin－・

　著者は第1編において1s－tl－HSAにょる胎盤位置　　　drical　hole’type（以下C－typeと略）を使用した

決定法等に関する2～3の知見につき記述したが，診　　　他，比較検討用として焦点5α陀及び10crnのhoney

断を目的としたRIスキヤソニソグの際には人体への　　　cone　type（以下H－typeと略）をも使用した。装

R工投与量は極力最少限量におさえられるべきである　　置の大要の略図は第1図，又主要部分の情況は第2図

事は云う迄もない所である。特に塵婦人科領域におけ　　の如くである。即ちscinti11ation　counter（以下

る卵管疎通性検査法や胎盤位置決定法の如き場合にお　　　counterと略）にコリメーターを取り付け，そこより

いては，更に一層その使用量の減少化が図られるべき　　入るパルスの波高分析を行つた後レートメーターの

である。現在医学用として一般に使用されている2X　　電流の一部をとり出し増巾後，信号の大きさによつて

2インチのNalの結晶を使用した装置は夫々の目的　　　廻転角度の変るsurvomoterを駆動する。更に11io一

に応じかなり優秀なる機能を発揮しているがしかし特　　　terの指針に光によつて電気抵抗の減弱する硫化カド

に低濃度のR1プールの形状把握時にはその解像力に　　　ミ＝ウムの結晶即ちCDSとこれに光を当てる豆ラン

難点がみられる場合も少なくない。現在の装置では一　　　プとを取り付けこれらをsurvomoterと連動させ，

般に20～50μcの投与量が必要であり比較的低濃度の　　更にこの豆ラソプとCDSとの間にレベルセツト用の

検出に有利なlinear　scanning（以下L・S・と略）で　　　黒い遮光紙（厚さ2nvn　）を挿入しておく。

も，その検出には数μc以上のRIが必要である。し　　　以上の如き構造によりパルスによつてレートメFタ

かもL・S・では体軸方向の描記が主体でシンチグラム　　ーが振れsurvomoterが廻直振するとCDSとラソプ

陳等の形状把握は不可能である。そこで著者は低濃度　　が平行して動くがレートメーターの振れが大きい場合

のRIプールのシンチグラム像を明確に得る労法につ　　　にはCDSとランプとが黒い遮光紙のある場所を外

き検討し2～3の知見を得たのでその概要につき報告　　　れ，CDSに電流が流れこれがペソリレー回路を通つ

する。　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　て記録される様になるo尚記録装置は通常のA．S，実

　　　　　第2章　低濫度Rlプールの検幽装置　　　　　施時のシソチスキヤソナーの打点器に第3図の如きべ

　本法の原理はL・S・とarea　scanning（以下A・　　ソを新らたに設置した。従つてこの遮光紙の位置と

S・と略）の従来の装置を適当に組合せる薯により低　　CDS及び．ラソプを装置した指針の振巾との調整を行

濃度RIプールを検出せんとするものであり，本学中　　　なうことにより，　natural　background（以下natu一

央レントゲソ都滝沢⑱氏の協力で以下の如き装置を試　「　ralB．G．）b。dyB，G．を除去することが出来，こ

作し検討を行なつた。装鷹は島津製SCC15型万能ス　　　のB・G・のcuttin9を行なつて適当な間隔でA・S・

キヤソナーを主体としNalの結晶は2×2イソチ，又　　　を行なうと点と線とによるシソチグラム像を得ること

メデカルスペクトロメーター（以下スペクトロメータ　　が出来る訳である。即ちシソチグラム像の点はB・G・

一と略）は東芝製UCH　2303　survomoter（balan一　　かB．　G．に近い入力を現わし，線はその集積で，求

ciエェ9　moter）〈平衡電動機〉は島津製XYレコーダ　　めるべきRエプールの放射能と考えることが出来る。
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第1図　試作装置概要　　　　　第4図　同一線上を一往復する櫛型
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スキヤン模図
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第2図　本装置の主要部分
’，s．　　塑畔
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1）　どの程度の低濃度迄シソチグラム像として描記

、　　　　　1－’一＝1　．1覇　　　羅禰　　　　　　　　　　　　2）解像力をどの程度迄犠牲にしてよいか。

・1．’

秩C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の2点を主眼に先ず本装置に関し2～3の基礎実験を

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　試みた。

　　　　　　　　　　　曝羅甑灘潅瓢　　　　　　　第3章基礎実験
　　　　　　　撫　　謹噸醤題　　　　第櫛実験榊卜並びに方法
議　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　水フアントームは第5図の如く直径厚さが夫々3×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・　・　　　1，6×2，10×2，ユ5×2cniのプラスチツク製及びパラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィン製のものを作成しRIとして1a110．5μcを均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等に稀釈封入し種々の状態における正常のスキヤン方
　第3図記録装置。…通常のシンチスキヤン　　　　　式と櫛型スキヤン方式の描記力につき比較検討した。

　　　　ナーの打点器にペンをつけたもの

又カウソト測定法の場合と同様一般にこの様な方法に

おいては低カウソトの為に統計偏差が大きくなり描記

第5図　　基礎実験用ファントーム

像に歪みを生ずる恐れがある為，シンチスキヤンナー　　　　　　第2節　実験成績

を少しく改造し第4図の如く同一線上を一往復する走　　　　　第1項　走査方式の検討

査法（櫛形スキヤンと仮称）を行なうことにより統計　　　　まず統計偏差を少なくする為の走査方式の検討を行

偏差の歪みを少なくすると共にレーFメーターの時定　　　なうべく13tl　O・5μcを均等に含む直径1ecm厚さ20n

数による像の歪みをも軽減させるべく努力した。以上　　の水プアソトームにつき線源コリメーター間距離（以

の装置につき　　　　　　　　　　　　　下SCDと略）を3　cmとし直径3cmのC－typeにて
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通常のスキヤン方式と櫛型スキヤン方式とを走査スピ
　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7図
一ド40cm／mln，走査問隔6mmで比較すると，第6図　　　　　7＿＿L－一一一、＿∫　＿一．．一　　一一一

の如く鯉・キャ坊式において像の再現性縞くな　　奪三；1琴三峯：：1琴二1三1、ボミ，二桑。≡一二

つ・い・・とが認められた．胴一条件におけ・鯨　　・ミ：；：i－：i一三・：ヲ；雲li：≡一｝i∵三ゴ．1≦

・cmのH－・yp・の・リ・一・一鞭用して通常のA・　　・、－i三．、1・二1ニー二’二・：E：：藝三幸・一・：：；．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱薯　蔓：一一　：＿　一「f蝉一：こ耳岱：　襲一9：響　一一二・

第6図　スキヤ坊式の検討　　　　　：二；董：＝・：：．：≡二嚢1折一一；三。葛曇・三：冊菱・，：：1一
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第8図
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S．（rate　down1／1）を行なうと第7図の如きシソチ　　　　　第9・図
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いてはB．G．は充分カツトされているが，像の描記も　　　ソチグラム像は第10図の如くでその描記状態において

やx悪くなつておりB・G．によつて適宜レベルセツト　　は右直径6cm（E2）に比し左の直径3cm（El）のコリメ

を変へることが必要と考えられた。　　　　　　　　　一ターの方がその像の忠実度はやX有利かと考えられ

　　　第4項　コリメーターに関する検討　　　　　　　た。3c711のものは更に感度も比較的落ちず像の再現性

　次に使用コリメーターの問題であるがRI　scurce　　　も良好であるが，　RIプールの条件によつて直径6cm

の容積及び強さによって種々異なり一概には行かない　　　のC－typeの方が適当な場合（例えぽ極めて低濃度の

が，例えぽ胎盤位置決定法における胎盤の如く，直盛　　　場合）もあり対象に応じてこれ又適宜3c那ないし6cnz

18　一　20an程度の大ぎさを有する場合の描記において　　　のコリメーターを使用するのが無難と考えられた。

は，解豫度よりも寧ろ感度の方を強調する必要があり　　　　　第5項　検出限界tc関する検討

その為にはH－typeでは感度が不足して問題になら　　　　（1）空気中における実験成績

ず，C－typeか又はtapered　type（以下T－typeと　　　RIプール検出限界に関する前記4種類の水フアソ

略）を使用すべきであると考えられた。しかしB．G．　　トームの実験成績では夫々小なる方より1cc当りの

の消去等を考慮ずるとT－typeより寧ろC－typeを　　　RI濃度は007ユ5μc！cc・O・　0088　Ptc／cc・0・0032μc／

使用すべきと考えられるので以下C－typeを使用して　　　gc，0．OO14μc／ccとなるが，その描記結果は第11図の

実験を行なつた。直径3cmと6cmのC－typeによるシ　　　如くである。

　　　　第10図
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　即ち3×lcmのフアントーム（1cc当りのRI濃度　　第14図　欠損部の表現情況

物㌣童際禦贈翻謡孟・慰　　副．’；：・1’：ll・：・’1：；∴

減少せ腸合には像の描記根好曜められた．しか　　i∵・らき：…・1’⊥1．し…
しF、の如く直径］5、m　o場合ではPt．・“・liに低濃度の為　　・li；’1ン：；i・鴬到∴：1・・；∴・

水の深さと・醗調べ・為tz・・…2・・の7・・アソ @層’1・1・・∴・い’ll脳：1：∴；『，

トームを水中に入れSCDをユ5cmとして水の深さを　　　　　　・r、　i．　　rll　：1・・：　一
・，・・，・5、蔽へ・？P．U1－gを行なうと卸2図・如くで，　・∵．…’、1’∵・iJ，’，i．i，，．嚇

15、m以上では殆んどプールの所在を示さないが・・、m　　：Ebi　lil「…iI

以下ではそあ描記像をかなりの精度で認めることが出　　　　　　　　　i　　　I　『，　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　コ　，　　　コ　　　　　ニ
来た。　即ら表面より1（lcnl以内ならぽ或る程度本装置　　　　　　　　1・1　　　，，　　　　　V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’によりそのRIプールの描記は可能と考えられる。　　　　　　　　　　　1　　　　’　、．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低濃度RIプール検出装置による種々なる条件の水
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以上の検繊績より本装置は駆的にも低瀬RIプ　鞠図繊翫よる劇鯉。キヤ．）
一ルの検索に充分応用し得ると考えられた。　　　　　　　t，　　　　　　　　　　＿一　．．　　．

　　　　　第4章臨床実験　　　　　　　　　　　’一　’．一・こ一一一一一　　一　　　一一

　前述の如き基礎実験により本装置が人体内の低濃度　　　　　　　　　　　一一一一・　f　－　一’

RIプール検出にも充分応用の可能性のある事を認め　　　　　　　　｝一＝　　””m

たので実際臨床への応用を試みた。　　　　　　　　　　　．　　ご．　　　　一　　　　’

第1節　実験対象　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一ny－一一

　信大産婦人科に来院或いは入院rl「の各種疾患患者。　　　．．一二　　　＿＿．＿一一＿＿．　一：一一∵．一

　　　　第．2負行　　実1影ミプ7法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　＿　　　　　＿僻　　　　　　＿圃　＿　　　　　　　　　　　＿　　＿一＿

　甲状腺検査には1311，卵管疎通性検査には1　xs　ixU，　　　　　・　一一　一・一　　　・　　　　・一一　　一一一■一・

胎盤位置決定法には1311－HSAを従来の使用量より　　　　　一・　　　　一　　・　　　　　　　　　　’

大幅に減少して投与．本装置による影像情況につき検　　　、　　　　　．r－一．　一、。　：一　一．一

討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　“一：r二　　　，　　　一．一　…＿∵

　　　　第3節　実験成績　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　’　、　　一＿一＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　第1項　甲状腺検査法への応用　　　　　　　　　　一一　　一一一一・　　　　・”馬

　先ず最もシンチグラムを明瞭にとり易い甲状腺につ

き検討を試みた。通常正常甲状腺のシンチグラム像を　　　本装置の優秀性は認められなかった。

得る為に投与される13tl量は100～200μc⑬⑭である　　　　　　第2項　卵管疎通性検査法への応用

がその量の約1ん～1／8である13LIカプセル25μcを　　　　卵管疎通性検査へのR工の応用は藤森①②始め多く

投与し走査を行なつた。即ち3日間沃度含有食品の厳　　　の興味ある報告がなされている所であるが教室でも岩

重なる制限後，1311カプセル25μcを内服投与し24　　井⑤⑥，中村⑮等による所謂lvsAUコロイド溶液に

時間後に通常のシンチスキヤンナーと低濃度RIプー　　　よるシンチグラム法の検討がありその詳細は既に中村

ル検出装置とを同時に行ないその像を比較検討した。　　　の原著として発表されている。

　まずH－type（f　5cm）のコリメーター・にてA．　S．　　　中村が本法施行時に使用せるyJsAUの量は250～
を行なうに両者共に甲状腺の描記は困難であつた。　　　　400μcであり正常卵管③では，動物並びに臨床実験

そこで直径6c7nのC－typeにて走査を行なうと第15，　　の組織学的検索でも大略400～500μc以下では明らか

第16図の如くで両老共に明らかな影際が認められた。　　　な放射能による変化を認めない事が裏付けられてい

像の忠実度に関してはやx通常法の方が良好の様に考　　　る。しかし病的卵誉においては多少の障碍像が認めら

えられが，臓器にRI親和性のある場合やRI投与量　　　れており，又RI法の原則から云つても本法の施行に

が20～25μc以上の場合の如く甲状腺に関しては特に　　　際しては極力少量である事が望ましい事は云う迄もな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い所である。そこで著者は低濃度RIプール検出装置

　第15図　通常のシンチスキャ／ナーによる像　　　　　　を使用することにより検査時に投与される1VSAUコ

　　　　　（櫛型スキヤン）　　　　　　　　　　　　　ロイド溶液の使用量を少しでも減少し得るのではない

k：：・　II．　i：IM㌧ll94i　l）t｝ll，阯1’嚇｝　3　　　かと考え臨床倹査を行なつた。即ち3μc，10μcを潭

澗蝿齢嚇∴蟹1碧1灘墓糠鵬騰芝粥真
臼’ @－1匹馬；娼脳撃縦1，謁鴇繍霞搬，溶ni　！　　　即ち子宮腔と右卵管部附近のRIプールの情況は推
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第17図　19sAU　3μc投与例　　　　　　　　第20図19・　sAU子宮卵管造影法による像
本装置によるシンチグラム像

　　　　　　　　　－　　　　　　－　m　　ロ　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　．．．選　　．・．

第18図　　10sAU　3μc投与例　　　　　　　　　　　第21図　　19＄AU　10μc投与例の通常

　　　　子宮卵管造影法による像　　　　　　　　　　　　スキヤソナーによる像
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　来の使用量を遙るかに下廻る少量でも実施し得る可能

　一・・一…－r：　　諺／塾：猛｛　　　＿ご‘　　　　性のある事が推測された。
n、－n　・一　嚥　“　鰐欝　端　　一　　一’
　、．＿、一　　　一・　　。　　」一　ご齢・　　　　　　第5項　胎盤泣置決定法への応用
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ことは困難であり，そこで本装置の胎盤附着部位診断　　　応用せる結果は次の如くである。

法⑳⑳への応用を試みた。　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　甲状腺においては1311ヵプセル25μcを投

　症例は26才の初産婦で妊娠Xケ月（36週4日）　　　　　与し従来の方法と本装置によるA・S・とを比較した

　妊娠IXケ月中頃より断続的な性器出血が中等量あり　　結果は共に明確なシンチグラム像を得たが特に本装置

前置胎盤の疑いにて信大産婦入科に入院。内診時子宮　　　の優秀性は認められなかつた。

口は開大せざるも子宮膣部の左上方に僅かに奇褥感を　　　　（2）卵管疎通性検査法においては従来の使用量の

認めた。沃度剤による前処置後1311－HsA　5μcを投　　　1／50～1／100でも一応子宮腔及び腹腔流出像等を推測

与し直ちに低濃度走査を恥骨膀胱部を中心として行な　　　し得たが期待通りとは云い得ぬ情況であつた。

うと，第22図の如く右側に比し左膀胱上部にRIプ＿　　　（3）胎盤位置決定法についての応用でもその像を

ルの存在を推測させるシンチグラム像を認めた。走査　　　得ることは容易でなく尚今後に多くの改善すべき諸点

終了後の膀胱造影法においては第23図の如くでこれら　　　のある事を認めた。

の所見より左辺縁性前置胎盤の疑いと診断した。本患　　　　以上少数の臨床応用ではあるが本装置の一般臨床へ

者はその後帝切を施行したが手術所見で左辺縁性前置　　　の応用については・より一層の検討と改善の必要性あ

胎盤附着部位は主として内子宮口の頸部前壁から左側　　　る事を確認した。

壁にかけての附着である事を確認した。しかし胎盤辺　　　　　　　第5章　考　　案

縁の不明確等著者の期待通りの成績とは云い難く更に　　　　各種の診断・検査の為にRIを人体に投与する場合

今後臨床への応用にはより一層の検討改善が必要であ　　　はRIの使用量はその目的とする診断・検査を確実に

る事を痛感した。　　　　　　　　　　　　　　　　　なし得る必要にして最少限の量におさえるべき事は云

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う迄もない所である。殊に現在各方面においてRIの

　第22図　　本装置による走査像　　　　　　　　応用範囲が増大するにつれ・その使用量もやxもする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と増加する傾向になり勝ちである事は否定出来ぬ事実

　　　～’　Lニー；’　　一＝7　－＝窮　　　　　　　い。特に第一編での諸成績により著者は低濃度RIプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑩⑪，坂本等⑰⑭が以前より鋭意その開発に努力して

　第23図　　同時に行なつた膀胱造影豫　　　　　　　　　いるが一般にはB．G．の消去回路としてレートダウ

難蝿　　　　　　　’　　　　　－ny　　　　　　　ン（rate　down）を使用するもの，レートメーターを

使用するもの，ゲート回路を使用するもの等に大別さ

れている。著者等の試作せる測定装置はこれ等の中の

レートメ；ター型の一変法であるが，何れの型式も現

在一長一短が認められている。今回の試作器でもB．

G．が比較的完全に消去できるという点では他の型式

のものに比し有利性が認められたが反面時定数による

記録の時間的なおくれを生じその為走査速度を早くし

えない欠点等があり今後更に検討’すべき点が多く認め

られた。しかし低濃度RIプール検出装置は従来の装

置に比しRI使用量の減少を始め多くの利点があり，

　　　　第4節　小　　括　　　　　　　　　　　　　　今後更に本装置改善の為に各方面よりの検討がなされ

　著者等の考案せる低濃度RIプール検出装置を，甲　　　るべきであらう。

状腺機能，卵管疎通性，胎盤位置推定等の実際臨床に
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　　　　　第6章　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献
　　　　ゆ　以上著者は第一編の成績に基き使用RI量の減少化　　　①藤森他：日独医報，1：249，1956．　　◎藤森：産

並びに低濃度R王プールの検出という面より低濃度　　婦人科臨床検査法，199，医歯薬出版，1958．

RIプールの検出装置につぎ2～3の検討を実施し以下　　③福田他：産婦の世界，12：1729，1960．

如ぎ知見を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　④G・J・Hi皿e：J・Nuc】ear　Med，4：439，1963・

　（1）低濃度のRIプールの検出の場合b。dyB．　　⑥岩井他：産婦の世界，11：680，ユ959．　⑥岩井l

G．がかなり高いレベルにあつてもeraserのセツト　　信州医誌．12：407，1963・　　⑦岩井他：第23回日

　　　dレベルを適当に調節することによつて目的のRエプー　　医放学会総会抄録集・（22）1964・　　⑧岩井他：第1

ルのみを撰択的に描記する事が可能である＄を認め　　　回産婦人科ME研究会，（25）1964・　⑨岩非：産と

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婦31・：1458，1964・　⑩箆他：日医放会誌，22：415，

　（2）’従来のヌ・キヤンナーでは検出不可能な極め　　1962・　　⑪寛他：第23回日医放学会総会抄録集（2

て低濃度なRIプールも検出しうる可能性が認められ　　3）］964・　⑫川名1日医放会誌，23：1460，1964．

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬小山他：原子匿学，金原出版，1963．　⑭永井：

　（3）　しかし本装置では通常のスキヤソナーに比し　　Radioisotope　と臨床・医学書院，1958・　　⑮中

測定時間を要する為に排泄の早いRIの描記には不適　　　村：信州医誌，11：4，1963・　　⑯枚内：信州医誌，

当である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12：72，1963・　　⑰坂本他：日医放会誌，22：561，

　（4）　RIの濃度は或る程度以上多い時には従来の　　　1962・　　曾滝沢他1日医放会誌・23：205・1963・

スキヤソナーによる走査の方が明確な像が得られる。　　　⑩竹内他：日医放会誌．7：138，ユ962．　⑳竹内：産

　（5）本装置の実際臨床応用には尚幾多の問題点が　　婦の治療，7：138，1962・　　⑳山田：産婦の治療，

残されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7：86，1963．

　等の所見を得た。現在迄の著者の基礎的臨床的検討

成績は必ずしも期待通りとは云い得ぬ情況であつたが

今後更に本装置の改善に努力し，一般臨床応用に資し

たいと考える次第である。

　稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜った恩師岩井教授に衷心感謝の意を捧げます。又多

大なる御教授御援助を戴いた福田助教授に深謝すると

共に共同研究者である中央レソトゲソ部滝沢技官に感

謝の意を表わします。

　尚本論交の要旨は第23回日医放学会総会及び第1回

産婦人科EM研究会にて発表した。


